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と思は れる。第一は 分布 の 點か ら一 獣ち分類上

是れ と相似 た もめ は 臺齷以外 の 地方に も相當廣範

圍に分布 して 居 る に レて も本邦 と して は臺灣に擬

られて 居 る と言ふ 事 が 理 由 の 一つ 、次 に こ の 動物

の 繁殖力 と 利用捕殺數皀卩ち 需要 と の 驢係で ある

が ， 穿山甲 は一繁殖期rml　（r ケ 年 ）　
− 9■− i 兒 の 種

で あ り而か も逃避鍾抗何れに競 い て も， そ の少な

い 繁殖力を補ふ 程度 で は ない と見る 可 く， 從 つ て

從來鱗片の 藥用 ， 剥製骨鶻等 標本 製作用， 肉の 食

用等相等 量 の 需要 が あつ た の に 加 〜 近時皮革の

利用か ら急に 捕獲數を増 し當然相當高價に取引 さ

る 玉 事 となつ て は ， そ の 種鰯 の 維持とい ふ 點 で も

少 な か らぬ 脅威を感ず る 事 と なつ た 次第 で あ る。
’

　 か く観れば全 嵩的 に は そ の 捕獲を禁止す る事は

最 も望 ま しい 事 で ある t：一’部本島 入 中に は こ れを

以て 生話の資 とす る 者 もなきに非ず ， 考慮の結果

先 づ 以て 本島丙四 州 に 大小九箇所 の 區域を劃 しこ

の 範圍 内 の 捕獲を繦轂 に禁止 し，之れに依つ て 逐

年 見られた る掻體數鰍 の趨勢挽同餌 呈変如何を

見 保護 に 依る簗殖 の 状況 を齪察 し將來 の 計畫 に

資す る處あら ん とす る もの で ある 。

　 れん か く　 珊 ψ OP1 撚 贏 ，‘了｛δ eli
’irt・，rgus （Sco−

Po ロ 〉．青木文
一郎・立石新吉 ， 天然紀念物調査報

告第 六 輯 ， 籔 灣 總 督 府 内務 局 刊
1
行 ・昭和 ユδ年

〈1940） 3 月 5H ， 頁 1−2・ 鬪叛 工・臺北帝大理

叢…動物　（）ヒ車交廷彡蚩舞…」哺孚L重む齷 ）

　 こ の 動物は前記穿山甲 とは 異 りそ の 分布は 全臺

灣 に 亙 らず中南部 の 地域 に 扁す る もの と見られ て

居 る。我が版圖丙で は臺灣に限られ幅鶻…數 も甚だ

多い とは 思はれない 。其 の 形態色夥等可成人 の 目

を 引 き易い 上 に ・ 池面に 淨ぶ 水草上 の 生態が頗 る

特異 で あ る爲 め に 注 閣せ られ 勝ち で あ り， 從來 捕

獲せ ら る る機會 も少な くな か つ た 事 と思 は れ る。

保護の 方法 と して は こ の 烏が 現に好ん で營集育雛

しつ S ある場所釧へ ば高雄州舊城 の 池の如きを指

定保存する 事 も一方法で あるが ， 近 い 將來に於け

る こ の 池 の 邏 命を考慮 し鳥 その もの を至島的に保

護す る事 となつ た亥第である。

　罎の 蓊 （研 究三 十年 の 囘顯 と其 の 間に把持せ る

信念 とを語る〉・ 青木文一郎 ，臺北帝國大墨記念講
「

演集第九輯 ， 頁 1∠36，圖版 10，陪和 16年 （1941
・
）

報 31

9 月 ユo 日 ・ 峯北帝大理農動物　（比較形鯉 攣輔 乳

動物學）

　 鼠の 研究 三 ÷有餘年の 間 に獲得せ し信念に識て

青木文一郎 ・ 日 本學 衛協 會報告 ， 第 16卷第 1 號 ，

頁 94−100， 昭科 16年 （1941）3 月 ， 臺北帝大理農

動物 （比較形態學哺乳重號 學）

　 土記 二 論文 め外渮 一つ 第三 と して 要 報欄へ 自抄

を書 く必要の ない 本誌に掲出されて 居 る 厂臼齒 の

形態を分類學 （鼠類）に適用する 方 法 に 鸚す る疑

蓑 」（動雑 ，第 54 卷第 2 號 ，p ユ σ  ， 昭和 16年 2月 ）

を 併 せ 考
．
へ るの が最 も合理 酌 で あ る との 考の 本に

記遞を試み る。

　是等の 三 論文は 要請 された 講演 の 聾質 と・許容

された時問 に 遙繧 して 内容的に變イ匕が あ る。叉發

行翼 で な しに 著者が起稿 した 時 日の 張遑に ｛去り變

化 があるが是れ等は す べ て 第 二：義的 の 相達で あ つ

て ， そ の 根本を貫 く 精紳に 於 て は 毫末 載變化 1まな

い 。要黠 は 何處 i迄も鼬悪的 に ．「1．つ 暴礎的 に 鼠類 の

分類を處理 し 實際的に も科學的に も造憾 なき方

法 に 躙する考慮で ある と言ふ に つ きる。蛇足を添

へ るな らぽ，第一の 「鼠 の 話」 は 大 衆向 の 講演 で

あつ た た めそ の 鮎 が特に按配せ られ ， 時闘が充分

で あ つ た 爲 め 、 前宇 に 相賞 の 特問が 費 され て 雇 る

外 ， 出版に 關 して も自由 の 領域が貰 か つ た た め に ，

自然挿圓 も第二 の に比 し豐冨 で あ る 外特 に 參考文

獻に樋 して はすべ てtLの 論交 に依存せ しむる形を

採つ た の で ある 。 論義の 方法に顕 して
一一

言す る と・

第
一に起 稿 しf　「鼠の 話」 は 記鬣的 で ある が ， 第

二 ， 第三 と進むに從ひ 追 々 理 論的の 傾嶐が 認め ら

れる。第三 の は 言ふ 迄 もな く時間 と記述に躙する
．

犬趨約が 因を な し，材料 の 嗣限 が 行 は れ る と同時

に，抽象的 とな り最 も理論的 に な つ て 房 る の で あ

る． 氈 の 三 編 の 虞髓が 把掻せ られ る事 1ま夊家 の

「圓設」 を生かす事 に なり，新 しい 閣係が考慮され

る 。

　 The 　Rats 　 and 　 1痴 ee 　 of 　Formosa 　Illust．

rated ・　Aoki ，　］Bnnichir6　and 　Taii？，ka ∫Rya ・ア

毫ゴ匕帝國丿愁撃理購 毫己要 ・　第 23 卷 第 4 墾 ，　頁

121−19L 圓版 王一XIIL 昭和 16年 （1941）　5 月 ，臺

北帝 大理蛙動物 枇 較彩態學補乳動物學）

　薹塰産鼠皺 の 団蹴 （前者の邦語篇）　青木 交
一一」
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鶏・田 中 亮 ，磯灣博物館協曾出阪 ， 頁．1−G5 ， 闘

版 ItXIII ，昭和 16 年 （1941＞7 月 ， 盗北帝大 理．

農動黝 （比較形態學哺乳動物學）

　冩生圖が遑 々 撮來るに つ れて ， 是れらを 如何な

る形の もの と して 批に問ふ 可 きか とい ふ 事が筆者

の 大 きな迷 ひ で あ つ た 。此 の 迷ひ を解 い て 臭れた

の が 晝家 の 電飛 と ， 閉學記念講演の 受藷 と，友人

のす X め とで あつ た 。 か X る機會が なか つ たなれ

ば，今 鬟竜爾か つ 迷 ひ の 中 に 蟹迷 して 醤 た の か も

知れ な い 。岡説は圖版 とそれ の 鏡賜
一

斷 ち 記載

一
を もつ て 主體

’
とす る事 は言ふ 迄 もな い 。從 つ

て 種名に嫻す る論議に對 して は中聞過程はすべ て

省酪 せ られ て 居 るが ，

’
薊記三 編の骨髄は 盟確 に 羅i

現せ られて 居 るつ もりで あ る。圜版は 四 色オ フ セ

ッ ト片両 ア ート驢 り十三 薬で ， 臺灣産 と して 知 ら

れ た 十三 遘 りの 鼠が一種竈綿め られて 居 る。本島

薩 と して は 紅頭嶼 の
一種だけ もれて居 るが忽 ま凡

網羅 せ られて 居 る と考へ る と，本島に は 少な くと

も十 四 種 の 鼠が居 る と言 つ て い い 。原養…は 或 は 動

物に ， 或 は 植物に ， 挿圓畫家 と して 已 に 遣評 の あ

る故佐久間文吾畫伯の ， 凡ニ ケ 年字の 努力 の 結晶

で あっ た e 畫伯は動物の生體描冩に鬮 して は經驗

も少な く，特に鼠は 初め で あり ，大 い に危ま れ た の

で あつ た が p 試み に 手がけた 最初 の 作晶が今迄 の

例 に 反 し少な く と も物に なつ て 居 た 事 は 筆者を し

て 先 づ驚喜せ しめ た もの で ある。そ の 後 ニ ケ 年
ノ

柄

技爾及び速度 の 進歩の 著 しい 事 か ら， 簣伯 が晩年

一 明治元年生一 に 初めて か か る方面 に た つ さ

は り，精進 の 時問 の 遐 めて 短 か か つ た 事 は我國學

循界 の 爲 め遺憾千萬な事であつ た。原書が如何に

立瀕な出來榮で あつ て も印届撥 術が 是れ に 俘は な

か つ た な らば折角の 生態鬮 も全 く豚に眞珠で ある

理 で ある 。 然 し資討 の 不足甚だ し き今 目，少 な く

とも原畫 と比較せ な い 限 ウ大 した 不滿 も起らず ，

そ の 上 餘程 の 素入 で ない 限 り實物を國版に 引 き較

べ た だけ で 同定する事が 出來る程度に漕 ぎつ け ら

れ た 事は 該に感謝に 價ナる事で あるが ， 是れは
一

に 東京i嚢賢堂鮭 長反輯偉三 治氏の 稀れ に 見 る犠毬

的努力の賜物で あっ た の で ある。記載は 魑豊變異

の 麟 か ら全部書き變へ る事が筆者の 心願であつ

允 の で あるが，多年の 努力に も．か か は らず中
ぺ々

進

報

捗せ ずt
−“・二 を除 く外は ，單 に 大方針が竓 の 線に

滑ふ と言 ふ だけ で鮪足 し，莨 の 均整は 他 日 に 俟た

なぽ れば な らない の が現状で あ る。

形 態 　畢

　Rattus 　 losea の 2 ，3の 測 定 に 於け る彷纏變異

の 吟壕と其生 物轟的黙味 峯灣博物學魯 會報・第

80巻 第 200・201號，頁 189−201
． 昭邸 菊 年 （1940）

6　月　　1　日 ， 田　中　　亮 ， 馨ミゴ匕帝丿糎 鐘 物 （上ヒ車交形

態學哺乳動物學 ）

　魚 蜘 怠 ひSεα の 矢張 り同一の 材樹 に 就 い て そ の

因子的均一性の統計學納吟昧 を試みた 。吾 々 は 本

種め燮異研究に依つ て 成長變 異 の 比較的大 な る測

定群 と小 な る澗走群 と を 區別 し得たが，前者 に 入

る尾長 と頭蓋 の筒隙 ， 並 に後者に 入 る 門齒率 との

3 測定 の 成縢變異が 正 常曲繊を示すや 否や を 吟味

して み る と ， 門齒攀以外 は 之を 示すに 至 ら な い 。

從つ て 本討料は 略同
一

生活難 の 輯體群で あ る か

ら ， こ の 事實は尾の長さ と 間繚の 長 さに鋳 して は

成長 の 影響が大 きい 故で あら う し，門齒率を決定

する因子 に闘 して は 蛇羈 豊群は比較的均
一の因子

型 よ り成る事を示す と云 ひ 得 る だ ら 5e

　Rattus 　 losea の 毛皮形質に於ける季節齣變異

SoasOnal　 variations 　in　She 　pe 工age 　charact ，ers

of 　a 　Fσ r 川 osall 　wild 　rat ，　R α伽 δ 勧 8εα （S、、
．
1）
’
　fi　CiE｝．

臺北帝國大學理 農學部紀要 ・第 23 卷第 2 號・頁 75

−93 昭和 14年 （ユ939）11 月 2D 日丿 田中 亮，毫北

帝大理 農動物

　吾 々 が鼓に 發表 した 本種 の 變異統計撃的班究 と

同
一の 材料を壻 い て 毛皮の諸形 質 の 季節 的變異 を

統計的に分析 した。鼬本材料 は 臺北盆地産 の もの

に 隈 定 された の で 略一
定 の 生 活環境に於け る個鑑

群な り と云 へ る。此 の 研 究 に 依 つ て 薊毛 の 蠶達程

嵐 背颪下毛 の 4 均長及び 毛全體 と して 糧硬 さ の

諸黠 に於て 夏毛 と冬毛 との 問 の 擡溺を確認 し得た

が ・ ．毛皮の色調に ほ意味ある 季節變異を躍る事が

出來な か つ た 。現在の材料 で は換毛 の 正確 な追及

は 不 可 能 で あ るが，そ の 存 窪の 證據は 多かれ少 か

れ 各季節を通 じて 認められ るが ，

’
特定 の 時期 に特

に 著 しい 傾向は指摘出來ない ｝一從 つ て 以 上爭事實

は 本種の 種的特異性 に よ る込の か 又 は 塊方的 要 因
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